
2017 年 6 月    現　代　化　学74

113൪ݩ素ニホニウム発見のニュース
が記憶に新しい．ઌ人たちの知のू大成
である周期表は，われわれに՝୊解ܾの
素஍ਤであݩ਑を与えてくれる重ཁなࢦ
るとともに，もっとԕく深くཱྀをしたく
なるようなັ力にຬちている．ແ機化学
は，周期表のすべてのݩ素について，そ
の性質をѻう学໰である．多༷なݩ素と
それらの化合物の൓応性や構造，性質を
知り，それらを生活にར用する応用にか
かわるところまでൣᙝに含まれている．
持ଓ可能な社会を実現するには，ݯࢿ・
エネルギー・環境・食料・݈߁などでࢲ
たちの਎近にみられる໰୊について考
え，取組みを深化させることはෆ可ܽで
ある．多༷なݩ素を取ѻうແ機化学は，
৮ഔ，൒ಋ体，光学素子，エネルギーの
૑出やஷଂ，超伝ಋ体，ઌ୺的なセラ
ミックࡐ料とともに，環境科学や生物
学，医ༀ分野などの多くの໰୊にアプ
ローチできるૅج知ࣝを与えてくれる．
このようにແ機化学は，きわめて広

い分野を໢ཏするྖҬであるために，ڭ
科書にも多くの情報が系౷的にまとめら
れていることがٻめられる．ຊ書は，
ʰシュライバーແ機化学 ，ɦh シュライ
バー・アトキンスແ機化学ʱとして日ຊ
語൛が出൛されてきた一連のແ機化学の
科書のୈ6൛の຋༁である．大学の学ڭ
෦学生のڭ科書としてのධՁが定ணして
きたୈ�൛の಺༰をड͗ܧながらも，今

回のվగでA5൑からB5൑となり，಺༰
のॆ実とともに構成，表現方法，ਤなど
が大きくมߋされた．カラフルで޻෉を
らしたϖージ構成となっており，またڽ
ୈ6൛では，ୈ�൛よりもコラム（ʠBOXʡ）
の数が多くなるとともに，ʠメモʡでཧ
解のॿけをଅす഑ྀもなされている．
上רは，ૅج的事߲をड़べたୈᶗ෦

から始まる．ୈᶗ෦は，原子構造，分子
構造と結合，単७な固体の構造，酸とԘ
分子のରশ性，഑Ґ化，ݩ酸化とؐ，ج
合物がड़べられ，さらにແ機化学におけ
る物ཧ的測定ٕ術をୈ8ষとして取ѻっ
ている．ແ機化学でよくར用される測定
ٕ術を֓આすることで，ແ機化合物の原
子や電子構造，ならびにそれらの൓応を
解明する手法を学べるように޻෉されて
いる．ୈᶘ෦はݩ素の各࿦である．ୈᶘ
෦のはじめに，周期表にみられるݩ素や
化合物の物ཧ的性質と化学的性質の周期
的性質について，その܏向をまとめてい
る．その後に，水素から始まり，さまざ
まなݩ素について，଒やブロックごとに
まとめて，下רのୈ1�ষのd–ブロック
素まで，૯࿦と各࿦に分けながらड़べݩ
ている．ୈ20～22ষでd金属ࡨ体の電
子構造と物性，൓応，有機金属化学がड़
べられ，さらにୈ23ষで f–ブロックݩ
素について঺հされている．
下רの後൒にୈᶙ෦として，最ઌ୺

の研究がड़べられている．ୈ2�ষのࡐ

料化学とナノࡐ料では，バルク固体とし
てのແ機ࡐ料の合成とその構造，さらに
100 nm以下のແ機固体であるナノࡐ料
の合成法や特有の性質についてもٞ࿦さ
れている．ୈ25ষでは৮ഔを取上͛て
いる．均一৮ഔとෆ均一৮ഔについて一
ൠ的原ଇから新しい方向性についてड़べ
られている．最後のୈ26，27ষは，ୈ�

൛では一つであった生物ແ機化学のষか
ら，医学におけるແ機化学のষが独立し，
ೋつのষになったものである．生໋現象
とແ機化学の関連は，生物がແ機ݩ素を
ར用する఺に஫目した研究に力఺があっ
たところから，医療，エネルギー開発，
グリーン化学合成，ナノテクノロジーに
大きなد与をもたらす科学へとల開がਐ
んでいる．すでにແ機化合物が，がん࣏
療などにར用されており，作用機ংの解
明がਐΉとともに新しいༀཧ作用をもつ
ແ機化合物の૑出が期଴されている．
ຊ書では， ૅجから， ݩ素の各࿦， 最

ઌ୺の研究までड़べながら，ແ機化学が
料化学，৮ഔ，生物ແ機化ࡐ，体化学ࡨ
学，医学などの多༷な分野と結び付いて
いることをわかりやすく࿦じている．新
物質の૑成においては，多༷なݩ素と化
合物をѻうແ機化学のૅج知ࣝはඞਢで
ある．ຊ書は，学෦学生や大学Ӄ生にとっ
て，広ൣな学໰をඞཁとするແ機化学の
શൠを見౉すにద当なڭ科書といえる．
（໊古԰大学大学Ӄ޻学研究科 େ௬ओ੫）

世界的に有名な教科書，大幅な改訂でさらに内容が充実
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